
 

 

 

 

市民の皆様から寄せられた消費者トラブルの相談や、注意してもらいたいニュースを定期的に

お伝えする情報紙です。トラブルの未然防止にお役立ていただければ幸いです。 
  
■ 4月～6月の相談件数は34件で、前年と比べ3件増加しています。インターネット通販による

定期購入や、サブスクリプション契約（月額や年額といった定額料金を支払うことで一定期間、

商品やサービスを利用できる仕組み）についての相談が、多く寄せられました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

令和6年 消費生活相談実績 
      

令和６年に、全国の消費生活センターなど

によせられた相談件数は約９０万件でした。 

 

 

 

 

■ 迷惑メールや、不審な電話等に関する

相談が最多、ついで不動産賃貸借に関

する相談が多くなっています。 

 

■ SNS が関係する相談件数が、前年より

増加しています。幅広い年齢層から相

談が寄せられていますが、４０代以上

の年齢層の占める割合が高い傾向にあ

ります。 

 

回覧 

 

例）健康食品や化粧品等の定期購入 

  簡単に稼げるとうたう副業 

きつき消費者かわら版 
令和７年 7月１5日発行 

資料：令和 7 年度版消費者白書 

消費生活相談の商品・サービス別上位件数(2024 年)より 

 

電気の保守点検機関の名前を使って「電気代が安くなり

ます」「電気料金の明細を見せてほしい」といった訪問や

電話が増えています。 

電気の保守点検機関による定期訪問は、電気設備の安全

調査のためであり、このような勧誘をすることはないので

ご注意ください。 

電気の保守点検機関を騙る不審な電話にご注意ください！ 



 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


